
平成２６年度 

全国学力・学習状況調査結果 

平成２６年１０月７日 

熊本県教育委員会 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

１ 教科に関する調査結果概要（熊本県全体） 

■ 本県の教科に関する調査結果については，全国平均とほぼ同じ状況です。 

■ 小学校では，国語：；で全国平均を下回りましたが，算数は：；ともに全国平均を上回っています。 

■ 中学校では，国語B及び数学：；が全国平均以上であり，国語Aで全国平均をやや下回る状況です。 

■ 本県は，94％の問題で無解答率が全国平均より低く，各問題に粘り強く取り組む姿勢がうかがえます。 
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小学校６年生 

国語 算数 

： ； ： ； 

全国 72.9 55.5 78.1 58.2 

熊本県 71.6 54.8 79.3 58.5 

中学校３年生 

国語 数学 

： ； ： ； 

全国 79.4 51.0 67.4 59.8 

熊本県 79.0 51.3 67.4 61.6 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

２ 教科に関する調査結果概要（各管内） 

平均正答率 小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

： ； ： ； ： ； ： ； 

全国 72.9 55.5 78.1 58.2 79.4 51.0 67.4 59.8 

熊本県 71.6 54.8 79.3 58.5 79.0 51.3 67.4 61.6 

宇城 74.3 53.9 79.8 59.4 77.7 50.1 68.3 61.8 

玉名 69.3 55.7 78.9 57.6 76.5 48.5 62.8 57.5 

菊池 75.3 57.0 80.7 61.3 78.2 49.9 65.8 60.8 

阿蘇 67.6 53.3 79.2 55.9 79.1 52.0 68.9 63.0 

上益城 71.3 53.4 77.6 56.8 76.8 47.9 62.3 56.5 

八代 71.2 54.8 79.7 58.2 78.2 49.0 65.9 59.7 

芦北 70.7 55.1 80.2 60.2 78.5 47.7 64.3 57.8 

球磨 70.4 55.3 81.1 59.9 79.5 49.7 66.0 59.4 

天草 69.8 55.9 79.7 59.0 78.8 51.5 68.1 62.6 

山鹿市 70.8 58.1 80.2 60.6 81.5 53.3 69.3 62.8 

熊本市 71.6 53.9 78.6 57.9 79.7 52.5 68.6 62.8 
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熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

３ 教科に関する調査結果概要（各管内） 

全国平均正答率以上の管内 
 ○小学校 
  ■国語：： ２管内（宇城，菊池） 
  ■国語；： ４管内（玉名，菊池，天草，山鹿市） 
  ■算数：：１０管内（宇城，玉名，菊池，阿蘇，八代，芦北， 
            球磨，天草，山鹿市，熊本市） 
  ■算数；： ７管内（宇城，菊池，八代，芦北，球磨，天草， 
            山鹿市） 
 ○中学校 
  ■国語：： ３管内（球磨，山鹿市，熊本市） 
  ■国語；： ４管内（阿蘇，天草，山鹿市，熊本市） 
  ■数学：： ５管内（宇城，阿蘇，天草，山鹿市，熊本市） 
  ■数学；： ６管内（宇城，菊池，阿蘇，天草，山鹿市， 
            熊本市） 
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４ 児童生徒質問紙調査の結果概要（熊本県全体） 

本県の児童生徒は，「休みの日の家庭学習時間（１時間以上）」「学校に行くのは楽しい」などの項
目で，全国平均に比べて高い状況にあります。しかし，「失敗を恐れないで挑戦する」「自分で計画を
立てて勉強する」などの項目では，全国平均を下回っています。 
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成 果 

課 題 

(1)学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか
（１時間以上） 
 

(2) 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 

 

 

(3) 学校に行くのは楽しいと思いますか 

 

(1)難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか 
 

 

(2)友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか 
 
 

(3)家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 

 本県と全国との差が大きかった３項目（「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の割合） 

〒9.1 

〒2.8 

〒3.0 

〒7.8 

〒3.7 

〒3.1 

小学生 

中学生 

-0.7 

-0.4 

-1.6 

-4.3 

-4.3 

-3.2 

小学生 

中学生 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

５ 学校質問紙調査の結果概要（熊本県全体） 

本県の小中学校は，「授業研究を伴う校内研修」「放課後を利用した補充的な学習サポート」などの
項目で，全国平均に比べて実施回数が多い状況にあります。しかし，「『朝の読書』などの一斉読書の
時間」「ボランティア等による授業サポート（補助）」などの項目では，全国平均を下回っています。 
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成 果 

課 題 

(1)授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか。 
    (「年間15回以上」＋「年間13回から１４回」) 

 
(2)放課後を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか。 
  (「週に４回以上」＋「週に２～３回」） 

 
(3)教科や総合的な学習の時間，あるいは朝や帰りの会などにおいて，地域や社会 

  で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか。 

  （「よく行った」＋「どちらかといえば，行った」） 

(1)「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けましたか。 

  （「基本的に毎日」＋「週に複数回，定期的に」） 
 
(2)ボランティア等による授業サポート（補助）を行いましたか。 

    （「よく行った」＋「どちらかといえば，行った」） 
 
(3)校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか。 
   （「ほぼ毎日」） 

〒9.6 

〒6.9 

〒4.6 

小学校 

中学校 

-13.5 

-7.5 

-11.0 

-18.2 

-8.5 

-10.7 

小学校 

中学校 

 本県と全国との差が大きかった３項目（「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した学校の割合） 

〒13.6 
 

〒11.4 
 

〒9.4 
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 教科に関する調査（小学校） 

7 

1 小学校国語 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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小学校国語 成 果 課 題 

「～たり，･･･たり」や，「～なるな
らば」などの形を用いて，適切な
表現にして書くことはよくできて
います。 

○関連する問題（Ａ ６一・二） 

二つの詩を比べて読み，内容や
表現の工夫を捉えたり，自分の
考えを書いたりすることはよくで
きています。 

○関連する問題（Ｂ３一（１）・三） 

「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」な
ど，故事成語の意味と使い方を理解す
ることに課題があります。 
●関連する問題（Ａ２一・二） 
 
説明的な文章を読み，分かったことや
疑問に思ったことを整理し，それらを関
係付けながらまとめて書くことに課題が
あります。 

●関連する問題（Ｂ２二） 
  
物語文の情景描写の効果や，新聞の投
書における表現の仕方を捉えることに
課題があります。 

●関連する問題（Ａ３・Ａ４） 
 

１（１） 調査結果の成果と課題 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

１（２）① 課題となった問題の分析 
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小学校国語① 

●正答率が低いＡ問題 

・Ａ２一 本県４７．０％，全国５５．８％，（－８．８％） 
・Ａ２二 本県４６．６％，全国４９．９％，（－３．３％） 

 

 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」など，
故事成語の意味と使い方を理解することに課題
があります。 
【Ａ２二解答類型】 
１（２６．７％），２（４６．６％），３（２６．４％） 
無解答（０．３％） 
  

 先人の知恵や教訓，機知に触れることができる
ように，実生活の中で意図的に活用する機会を設
けるなど，計画的に指導することが大切です。 
 例えば，三領域の言語活動と関連させて，出来
事の説明や調査の報告などを行う際に，故事成語
やことわざ，慣用句を使うという条件をもとに話
す指導が考えられます。 
 また，朝の会や帰りの会など日常的な活動で，
慣用句を使った１分間スピーチやクイズに取り組
むなど，継続した指導が必要です。 
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１（２）② 課題となった問題の分析 
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小学校国語② 

●正答率が最も低いＢ問題 

・Ｂ ２二  

    ・本県２４．４％ 全国２６．９％，（－２．５％） 

 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 説明的な文章を読み，分かったことや疑問に思ったことを整理し，
それらを関係付けながらまとめて書くことに課題があります。 
【解答類型】 
３つの条件をすべて満たしているもの（２４．４％） 
２つの条件を満たしているもの（１．７％） 
１つの条件を満たしているもの（２５．０％） 
上記以外の解答（４３．５％），無解答（５．４％） 
  

 「二文を一文にして書くこと」の具体的
な指導として，接続語「また」や「しか
し」などを，どのような言葉に置き換える
ことができるか挙げさせ，文を書かせる指
導が考えられます。 
 「『例えば』という言葉を使って書くこ
と」の具体的な指導として，参考となる文
章から具体例が示されている箇所を確認さ
せ，「例えば」を使って書くことに慣れさ
せる指導が大切です。 
【参考】 
平成２２年度調査問題【小学校】国語B４  
平成２５年度調査問題【小学校】国語B２三 
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１（２）③ 課題となった問題の分析 
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小学校国語③ 

●Ａ・Ｂ問題を通して全国平均と比べて差が大きい問題 

    ・Ａ３  

    ・本県５３．２％，全国５８．７％，（－５．５％） 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 物語文の情景描写を捉えることに課題があります。 
【解答類型】 
１（１９．７％），２（１５．３％），３（５３．２％）， 
４（１１．７％） 
無解答（０．１％） 
  

 物語などの文学的な文章を読む授業において，
描写の工夫（行動や表情，会話（内言），風景など）
の効果を理解できるように指導することが大切で
す。 
 その際，登場人物の心情などについて，直接的
に描写されているものだけでなく，暗示的に表現さ
れているものも捉えることができるように指導しま
しょう。  
【参考】 
平成２４年度調査問題【小学校】国語Ａ６  
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１（３） 小学校国語に関する質問紙調査分析 
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質問紙（小学校国語に関する内容）から見えてきたこと 

 多くの児童が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均と比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，どのように解答しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

• 本県76.9％，全国76.1％，（＋0.8） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか 

  「当てはまる」 

• 本県17.3％，全国19.0％，（－1.7）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか 

  「当てはまる」 

• 本県26.9％，全国29.0％，（－2.1） 

学校質問紙から 

〇 国語の指導として，前年度までに，補充的な学 

  習の指導を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県16.5％，全国14.1％，（＋2.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，目的や相手 

  に応じて話したり聞いたりする授業を行いました 

   か  「よく行った」 

• 本県19.5％，全国20.7％，（－1.2） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 

  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 

  いましたか  「よく行った」 

• 本県46.4％，全国51.0％，（－4.6） 

児童質問紙から 

 補充的な学習の実施状況は，高い傾向にありま
す。一方，目的や相手に応じて話したり聞いたり
する授業や，基礎的・基本的な事項を定着させる
授業の実施状況は，全国平均と比べて低い傾向に
あります。 
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１（４）① 授業づくりに当たって（小学校国語） 

13 

１ 指導事項等を確実に身に付けるための単元を貫く 
 言語活動を充実させましょう。 
 
・「身に付けたい力」「言語活動」「教材文」の有機的な関連付けを図ること。 
・児童の主体的な思考・判断が生かされる言語活動を設定すること。 
・思考力，判断力，表現力等を高めるための発問を工夫すること。 

 
２ 漢字，語句，故事成語の意味や使い方の定義を確実 
 に習得させましょう。 
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１（４）② 授業内容における改善のポイント（小学校国語） 
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〇 各教科等との関連を図りながら，話合い活動で，一人一人が 
 司会の役割を経験する機会を設けること。 
〇 書くことの授業において，直接的に描写されているものだけ 
 でなく暗示的に表現されているものも捉えることができるよう 
 に指導すること。 
〇 文学的文章では，登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確 
 にしながら読むように指導すること。 
〇 先人の知恵や教訓，機知に触れることができるように指導し， 
 実生活の中で意図的に活用する機会を設けること。  

学力調査結果分析から見える課題の解決に向けた研究を 
                    充実させましょう。 
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 教科に関する調査（小学校） 
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２ 小学校算数 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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２（１） 調査結果の成果と課題 
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成 果 課 題 

基本的な四則の計算をすることはよくで

きています。 

○関連する問題 

 Ａ１（１），（２），（３），（４），（５），（６），Ａ８ 
 

円周の長さを求めたり，示された直方
体の体積を求めたりするなど，「量と測
定」領域における基本的な技能につい
ては，よくできています。 

○関連する問題 

 Ａ５（１），（２） 

作図をする際に用いられる，図形の性質を判
断することに課題があります。 

●関連する問題 

・Ａ６ 

 

他者に説明をする場面で，自らの考えの根
拠となる図を選択したり，その理由を適切に
記述したりすることに課題があります。 

●関連する問題 

 ・Ａ２（１）（２） ・Ｈ２４ Ａ３（１）（２） 
  

示された場面と図を関連付けて式を考えるこ
と，乗法や除法の意味を理解することに課題
があります。 

●関連する問題 

 ・図の選択 Ｂ２（３），Ｂ３（２），Ｂ５（２） 
 ・記述 Ｂ３（３） 

算数 
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２（２）① 課題となった問題の分析 
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算数① 

●正答率が最も低いＡ問題 

・Ａ６ 本県５２．４％，全国５２．０％，（＋０．４％） 
 
下の平行四辺形ＡＢＣＤをかきます。まず，辺ＡＢと辺ＢＣをかきました。 

 

 

 

 

 

次に，下のかき方で平行四辺形をかきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左のコンパスを使ったかき方は，平行四辺形のどの特ちょうを使ってかいています 

か。下の１から４までの中から1つ選んで，その番号をかきましょう。 

 

平行四辺形は 

 １ 向かい合っている辺が平行である。 

 ２ 向かい合っている辺の長さが等しい。 

 ３ 向かい合っている角の大きさが等しい。 

 ４ 2本の対角線がそれぞれ真ん中の点で交わる。 

課題 

コンパスを使って平行四辺形を作図する際
に，図形のどの性質を使うのか判断することに
課題があります。 

図形の作図の指導においては，単に作図 
の手順を形式的に指導するだけでなく，そ
の作図が図形のどのような約束や性質に基
づいているのかを考え，作図できるように
することが大切です。 
 指導に当たっては，平行四辺形の作図に
おいてコンパスを用いる理由を話し合う活
動を位置付けることが考えられます。 
    

課題となった問題 

指導のポイント 

〇「２」が選択できた児童は５２．４％ 
【解答類型】 
〇「１」を選択した児童は２３．６％ 
 コンパスを使った操作の意味が理解できてお
らず，平行四辺形の性質を選んだことが考えら
れます。 
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２（２）② 課題となった問題の分析 
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算数② 課題 

解答類型から，実際のテープの長さと割合と
の混同がみられること，乗法と除法の意味の理
解が十分でない状況があります。 
 本調査問題は，平成２４年度に除法の場面に
おける類似問題が出題され，場面と図を関連付
けて考えること及び乗法と除法の意味の理解に
課題がみられました。今後も引き続き，指導の
改善・充実が求められる内容です。 
 
 
 
 
 計算の意味の指導においては，問題場面の数
量の関係を図に表す指導を系統的，且つきめ細
かに行うことが大切です。 
 また，図に示された数量の関係から式を選択
する（式に書く）段階で，そのように判断した
根拠を明確にし，数量の関係を的確に捉えさせ
ることが必要です。 

課題となった問題 

指導のポイント 

図のように，白いテープの長さをもとにして，赤いテープと青いテープ
の長さを表しました。 

（１）赤いテープの長さを求める式を，下の１から４までの中から１つ 
  選びましょう。本県７１．４，全国７１．９，（ー０．５） 
 
 １ ８０〒０．２（１７．２％）   ２ ８０〓０．２（２．１％） 
 ３ ８０×１．２（７１．４％）    ４ ８０÷１．２（９．１％） 
 
（２）青いテープの長さを求める式を，下の１から４までの中から１つ 
  選びましょう。本県５６．０，全国５４．１，（〒１．９） 
 
 １ ８０〒０．６（１．５％）  ２ ８０〓０．６（１５．７％） 
 ３ ８０×０．４（５６．０％）  ４ ８０÷０．４（２６．６％） 
 
 

●Ａ２（１）（２） 
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算数③ 

●正答率が最も低いＢ問題 

・Ｂ３（３） 本県３０．９％，全国３０．６％，（＋０．３％） 
 
かつやさんたちは，宿泊学習に来ています。 

⑶ ともみさんは，右のような入れ物に入っているスープ 

を分ける係になりました。 

 

ともみさんは，玉じゃくし1ぱいを1人分として， 

40人に分け始めました。すると，分ける前と10人に 

分けた後では，下の図のようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この分け方で，残りの30人にスープを分けることができますか。 

次の１ から３ までの中から1つ選んで，その番号を書きましょう。 

また，その番号を選んだわけを，言葉と数を使って書きましょう。 

 

１  足りなくなって，分けることができない。 

２  残さず分けることができる。 

３  分けることはできるが，残る。 

 

 

 

課題 

 示された情報を基に必要な量と残りの量の大小
を判断し，その理由を言葉と数を用いて記述する
ことに課題があります。 

 数量の大小を判断した根拠を説明する際には，比
較する対象を明確にして考察することが大切です。 

 指導に当たっては，例えば「１０人分のスープの量は
２Ｌで，３０人に必要なスープの量は６Ｌとなるから，分
けることはできますが，残ります。」のように，根拠が
不足している説明を，さらに適切な表現へと高めてい
く指導が考えられます。 

課題となった問題 

指導のポイント 

〇 「３」が選択できた児童は８０．０％ 
 
【解答類型】  
〇３と答えているが説明が不十分 ：４９．１％ 
〇３と答えて説明も十分       ：３０．９％ 
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２（３） 小学校算数に関する質問紙調査分析 
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質問紙（小学校算数に関する内容）から見えてきたこと 

 多くの児童が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，もっと簡単に解く方法がな
いか考えたり，公式やきまりのわけを理解したりする
ことは，全国平均に比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の算数の問題について，言葉や数，式を
使って，わけや求め方などを書く問題がありまし
たが，どのように解答しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答と書こうと努力した」 

• 本県79.8％，全国79.7％，（＋0.1） 

● 算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方
法がないか考えますか 

  「当てはまる」 

• 本県44.6％，全国45.7％，（－1.1）  

● 算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけ
を理解するようにしていますか 

  「当てはまる」 

• 本県43.0％，全国46.3％，（－3.3） 

〇 算数の指導として，前年度までに，補充的な学 

  習の指導を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県41.5％，全国35.9％，（＋5.6） 
〇 算数の授業において，前年度に，習熟の遅いグ 

  ループに対して尐人数による指導を行い，習得 

  できるようにしていますか 
  「年間授業のおおよそ3/4以上」 

• 本県24.7％，全国19.6％，（＋5.1） 
● 算数の指導として，前年度までに，計算問題な 

  どの反復練習をする授業を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県52.2％，全国56.8％，（－4.6） 

 

児童質問紙から 

 補充的な学習の指導や，習熟の遅いグループに対す
る尐人数指導の実施状況は，高い傾向にあります。   
 一方，授業時における計算問題などの反復練習の実
施状況は，全国平均に比べて低い傾向にあります。 

学校質問紙から 
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２（４）① 授業づくりに当たって（算数） 
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１ 「身に付けたい力」をより明確にして，効果的な言語活動を位置付けま 
 しょう。 

  

 
 
 
 
２ 必要な学習活動を焦点化し，適用問題まで確実に位置付けましょう 
 
  

 ・ 適用問題に取り組むことによって，はじめて分かる児童も多くいることに留意し，確実に位置付けること。 
 ・ 適用問題を位置付けるための時間を確保するために，授業の焦点化を図ること。 
 ・ 本時の目標の観点に応じた適切な適用問題を設定すること。 
 ・ １時間のまとめを確実に位置付け，一人一人が分かる授業行うこと。 

 

・ 本時のねらいをより明確にすること。 
  そのために，授業のまとめの段階で，児童に分かってほしい事柄や気付いて欲しい事柄を児童の言葉で 
 書いてみると，本時のねらいがより明確になります。 
・ 本時のねらいを達成するため，何を考えさせ，何を話し合わせるのか，何について書かせるのか等，焦点 
 を絞った活動を位置付けること。 
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２（４）② 授業内容における改善のポイント（算数） 
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○ 乗法や除法について，式の意味，小数で割ることの意味，積や 
 商の意味など，系統的な理解を図ること。 
 
○ 問題における数量の関係を図に表す活動，図から式を考える活 
 動，立式の根拠を図から説明する活動を重視すること。 
 
○ 自らの説明の根拠として，式，表，グラフ等を活用する学習活 
 動を重視すること。 
 
○ 説明を書かせるだけではなく，よりよい説明のために必要な要  
 件について，理解させる指導を重視すること。 
 
○ 図形の作図においては，作図の技能の指導に偏ることなく，図 
 形の性質と関連させた学習活動を重視すること。 

 学力調査結果の分析から明らかになった算数科の内容について， 
                   よりよい指導法の研究に取り組みましょう。 
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 教科に関する調査（中学校） 
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３ 中学校国語 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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成 果 課 題 

「急がば回れ」「文化を継承する」など，
語句の意味を理解し，文脈の中で適切
に使うことはよくできています。 

○関連する問題（Ａ ８三アイウエオカキ） 
 

「擬人法」など，表現の技法について理
解することはよくできています。 

○関連する問題（Ｂ１一） 
  

目的に沿って話し合い，互いの意見
の共通点や相違点を整理することに
課題があります。 
●関連する問題（Ａ６一） 

複数の資料を比較して読み，要旨を捉
えること，また，資料から適切な情報を
得て，伝えたい事実や事柄が明確に伝
わるように書くことに課題があります。 

●関連する問題（Ｂ２一・三） 

文章の構成や叙述の仕方などを確かめ
て，適切に書き換えることに課題があり
ます。 

●関連する問題（Ａ４二・７二） 

中学校国語 

３（１）調査結果の成果と課題 
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３（２）① 課題となった問題の分析 
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中学校国語① 

●正答率が最も低いＡ問題（漢字を除く） 
・Ａ６一 

・本県５６．３％，全国５４．３％，（＋２．０％） 

 

課題 

 司会が話合いの目的を適切に捉えて進行するよ
う指導することが大切です。そのためには，図表
を用いるなどして，発言の共通点や相違点など
を，観点に沿って整理する学習活動が有効です。 
 【参考】 
 平成23年度調査問題【小学校】Ｂ１二（１） 
 

課題となった問題 

指導のポイント 

 目的に沿って話し合い，互いの発言を検討して共通点や
相違点を整理することに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②を満たしているもの（５６．３％） 
条件①を満たし，条件②を満たしていないもの（０．４％） 
条件②を満たし，条件①を満たしていないもの（３５．６％） 
上記以外の解答（２．１％），無解答（５．５％） 
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３（２）② 課題となった問題の分析 
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中学校国語② 

●正答率が最も低いＢ問題 

・Ｂ２三 

    ・本県２７．９％，全国２８．４％，（－０．５％） 

 

 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 目的に応じて適切な情報を得て，伝えたい事柄が明確に伝わ
るように書くことに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②，③を満たしているもの（２７．９％） 
条件①，②を満たし，条件③を満たしていないもの（０．１％） 
条件①，③を満たし，条件②を満たしていないもの（１．１％） 
条件②，③を満たし，条件①を満たしていないもの（５３．２％） 
上記以外の解答（４．３％），無解答（１３．４％） 

 本や資料から得た情報を，他の人
に説明する機会を設定し，定着を図
ることが大切です。 
 生徒を言語活動に取り組ませる際
に，より客観的な評価基準を設定
し，生徒が表現した内容が適切であ
るかを判断し，必要に応じて指導を
加えることが大切です。 
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３（２）③ 課題となった問題の分析 
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中学校国語③ 

●ＡＢを通して全国平均と比べて差が最も大きい問題 

    ・Ａ４二  

    ・本県７５．９％，全国８０．５％，（－４．６％） 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 文章の構成や叙述の仕方などを確かめて，適切に書き換
えることに課題があります。 
【解答類型】 
条件①，②を満たして解答しているもの（７５．９％） 
条件①を満たし，条件②を満たしていないもの（０．０％） 
条件②を満たし，条件①を満たしていないもの（１３．２％） 
上記以外の解答（７．３％），無解答（３．５％） 

 書いた文章を推敲する際に，伝えたい
事柄が明確になるように，主語と述語の
関係や修飾語・被修飾語の関係など文の
構成や接続の仕方に着目して，その効果
を検討するよう指導することが大切で
す。 
 例えば，同じ事柄であっても主語を変
えることで内容の伝わり方が変わること
を，文章に書くことで実感させると効果
的です。 
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３（３） 中学校国語に関する質問紙調査分析 
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質問紙（中学校国語に関する部分）から，見えてきたこと 

 多くの生徒が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均に比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，最後まで解答を書こうと努
力しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

• 本県73.5％，全国70.4％，（＋3.1） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか 

  「当てはまる」 

• 本県9.6％，全国11.7％，（－2.1）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか 

  「当てはまる」 

• 本県15.7％，全国18.2％，（－2.5） 

〇国語の指導として，前年度までに，目的や相手 

  に応じて話したり聞いたりする授業を行いました 

  か  「よく行った」 

• 本県28.3％，全国18.9％，（＋9.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，様々な文章を 

  読む習慣を付ける授業を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県20.9％，全国23.3％，（－2.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 

  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 

  いましたか  「よく行った」 

• 本県47.7％，全国57.9％，（－10.2） 

生徒質問紙から 
   目的や相手に応じて話したり聞いたりする取組の
実施状況は高い傾向にあります。一方，様々な文章
を読む習慣や，基礎的・基本的な事項を定着させる
授業の実施状況は，全国平均に比べて低い傾向に
あります。 

学校質問紙から 
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１ 指導事項等を確実に身に付けるための単元を貫く 
 言語活動を充実させましょう。 
 
・「身に付けたい力」「言語活動」「教材文」の有機的な関連付け 
 を図ること。 
・生徒の主体的な思考力・判断力が生かされる言語活動を設定する 
 こと。 
・思考力，判断力，表現力等を高めるための発問を工夫すること。 

 
２ 漢字，語句，故事成語の意味や使い方の定義を確実 
 に習得させましょう。 
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３（４）② 指導内容における改善のポイント（中学校国語） 
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〇 各教科等との関連を図りながら，司会の経験をする機会を設定 
 するとともに，目的に合った結論を導き出すための話合いができ  
 るよう指導すること。 
 
〇 伝えたい事柄を明確にし，目的や相手に応じて，取り上げる内 
 容，順番等を考え，よりよい文章となるように指導すること。  
 
〇 複数の資料から必要な情報を読み取り，整理したり，要旨を捉 

 えたりする学習活動を設定すること。  

  

学力調査結果分析から見える課題に応じた内容の研究を充実させ
ましょう 
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 教科に関する調査（中学校） 

31 

４ 中学校数学 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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４（１） 数学に関する調査結果の成果と課題 
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成 果 課 題 

関数領域の内容のうち，特に反比例における x と y の値
の変化の特徴を理解することや，一次関数 y = ax +b に
おける a と b の値とグラフの特徴を理解することに改善

の状況がみられます。 

○関連する問題 

 ・Ａ１０（２），Ａ１１（２） 
 
与えられたグラフにおける二つの数量の関係や，グラフの
傾きや交点の意味を事象に即して解釈することはよくでき
ています。 

○関連する問題 

・Ｂ６（１），（２） 

  

日常的な事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を言葉
や図などで説明することはよくできています。 

○関連する問題 

 ・Ｂ１（３），Ｂ３（２） 
  

  

円柱と円錐の体積の関係について理解することに
課題があります。 

●関連する問題 

・Ａ５（４） 
 
記述式の問題では，確率を用いて理由を説明した
り，グラフを用いて問題解決の方法を説明したりす
ること，方針を立てて図形の証明を書くことに課題
があります。 
●関連する問題 

 ・Ｂ４（１），Ｂ５（２），Ｂ６（３） 
  

比例の関係を式に表すことや与えられた式を基に
２つの数量の関係が比例であることを判断するこ
とに課題があります。 

●関連する問題 

・Ａ１０（１），Ａ１０（３） 
 

数学 
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４（２）① 課題となった問題の分析 
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数学① 

●正答率が最も低いＡ問題 

・Ａ５（４） 本県３５．１％，全国３８．７％，（－３．６％） 
 
下の図は，円柱，円錐の形をした容器です。それぞれの容器の底面は合同な円で， 

高さは等しいことがわかっています。この円柱の容器いっぱいに入れた水を円錐の 

容器に移します。 

 

 

 

 

このとき，下のアからオまでの中に，円柱の容器に入っていた水と同じ量の水を表 

している図があります。正しいものを１つ選びなさい。 

 

課題 

 円錐の体積と，底面が合同で高さが等しい円
柱の体積の関係を理解することに課題がありま
す。 
 
【解答類型】 
〇「イ」を選んだ生徒：３９．２％ 

 指導に当たっては，柱体の体積と錐体の体積の関係
を予想し，模型を用いた実験による測定を行って確か
めるなど，実感を伴って理解できるようにすることが
大切です。 
 また，右の図のような円柱，球，円錐 
のそれぞれの体積の比が３：２：１にな 
っていることを実験や公式から捉え，理 
解を深めることも大切です。 

課題となった問題 

指導のポイント 

 円柱の体積と円錐の体積の関係を２：１と
捉えている可能性があります。 
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【関連】Ａ８（本県７４．６％，全国７５．８％，－１．２％） 
 
問題文はＢ４と同じ 
（１）ＡＤ＝ＡＥを証明するためには， ①  ≡  ②  を示   
  せばよい。 

（２） 

４（２）② 課題となった問題の分析 
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数学② 

●Ｂ４（１） 本県３７．１％，全国３９．４％，（－２．３％） 
 
下の図のように，ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣの辺ＢＣ上にＢＤ＝ＣＥとなる 

点Ｄ，点Ｅをそれぞれとります。 

 

 

 

 

 

                         （１）ＡＤ＝ＡＥとなることを証明しなさい。 

 

 

 

課題 

  指導に当たっては，Ａ８に示されたように，証明の
方針を立てる場面を設定し，証明の方針に基づいて証
明を書くことができるように指導することが大切で
す。 
  その他，説明を記述させる場面においても，条件が
不足した説明を基に，追加すべき条件等について話し
合う活動を取り入れ，より適切な説明へと高める活動
を取り入れることが大切です。 

課題となった問題 

指導のポイント 【関連】Ａ８ 本県７４．７，全国７５．８，（－１．２） 
 ※問題は，Ｂ４と同じ 
 
(1) ＡＤ＝ＡＥを証明するためには ① ≡ ② を示せばよい。 

 

(2)  ① と ② の辺や角について，等しいといえるものを探せば 

  よい。まず，仮定から，ＡＢ＝ＡＣ，ＢＤ＝ＣＥがいえる。 

 

(3) (2)を使うと，(1)の ① ≡ ② が示せそうだ。 

 

証明の方針に従って適切に記述することに課題が
あります。 
（この問題は，Ａ問題でも出題されました。） 
 
〇着目すべき２つの三角形を示すことができる                  
                →７４．７％ 
【解答類型】 
〇着目すべき２つの三角形を示すことができた上 
 で，三角形の合同条件を使って証明が書ける。 
                →３７．１％ 
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４（２）③ 課題となった問題の分析 
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●ＡＢを通して全国平均と比べて差が大きい問題 

  ・Ａ１０（１） 本県５２．８％，全国５６．７％，（－３．９％） 
 

（１） y がx に比例し， x ＝２ のときy ＝６ です。 

   y をx の式で表しなさい。 

 

 ・Ａ１０（３） 本県５８．０％，全国６０．４％，－２．４％ 
 

（３）分速 v mで t 分間歩いたときの選んだ道のりをs mとする 

  とき，道のり s を次のように表すことができます。 

 

s = v t 

 

     歩く速さ v が一定のとき，選んだ道のり s と歩いた時間 t  

 の関係について，下のアからエまでの中から正しいものを１つ 
 選びなさい。 
 
ア  s は t に比例する。 
イ  s は t に反比例する。 
ウ  s は t に比例しないが， s は t の一次関数である。 
エ  s と t の関数は，比例，反比例，一次関数のいずれでもない。 

   
 

 
 

数学③ 
課題 

 （１）では比例の関係を式に表すこと，（３）では具
体的な事象における２つの数量の関係が比例で
あることを判断することに課題があります。 

 

【（３）の解答類型】 

〇「イ」を選んだ生徒：12.9％ 
〇「ウ」を選んだ生徒：21.0％  
〇「エ」を選んだ生徒： 7.1％ 
 

 比例，反比例，一次関数の式の特徴について十
分な理解ができていないものと考えられます。 

 
 

  
 

 具体的な事象における数量の関係を表す式にお
いて，ある数量を定数とみたり変数とみたりして
２つの数量の関係を調べ，その意味を捉える活動
を取り入れます。 
 その際，定数と変数が捉えにくいことに配慮
し，定数を表す文字は具体的な数に，変数を表す
文字は x と y に置き換え，もとの式と対比して

理解できるように指導することが大切です。 

課題となった問題 

指導のポイント 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

４（３） 中学校数学に関する質問紙調査分析 
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質問紙（中学校数学に関する部分）から，見えてきたこと 

 多くの生徒が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，もっと簡単に解く方法がない
か考えたり，公式やきまりの根拠を理解したりするこ
とは，全国平均に比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の数学の問題について，解答を言葉や数，
式を使って説明する問題がありましたが，最後ま
で解答を書こうと努力しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

• 本県59.1％，全国57.7％，（＋1.4） 

● 数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方
法がないか考えますか 

  「当てはまる」 

• 本県30.8％，全国33.6％，（－2.8）  

● 数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠
を理解するようにしていますか 

  「当てはまる」 

• 本県28.1％，全国32.5％，（－4.4） 

〇 数学の授業において，前年度に，習熟の遅いグ 

  ループに対して尐人数による指導を行い，習得 

  できるようにしましたか   

  「よく行った」 

• 本県29.7％，全国17.2％，（＋12.5） 
〇 数学の授業において，前年度に，習熟の早いグ 

  ループに対して尐人数による指導を行い，発展 

  的な内容を扱いましたか  

  「よく行った」 

• 本県23.8％，全国13.4％，（＋10.4） 
● 数学の指導として，前年度までに，計算問題な 

  どの反復練習をする授業を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県47.1％，全国51.5％，（－4.4） 

生徒質問紙から 
 習熟度別指導の実施状況について高い傾向があり
ます。一方，授業の中で，計算問題などの反復練習
を行うことについては，全国平均に比べて低い傾向が
あります。 

学校質問紙から 
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４（４）① 授業づくりに当たって（数学） 
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１ 「身に付けたい力」をより明確にして，効果的な言語活動を位置付けま 
 しょう。 

  

 
 
 
 
２ 必要な学習活動を焦点化し，適用問題まで確実に位置付けましょう。  
  

 ・ 適用問題に取り組むことによって，はじめて分かる生徒も多くいることに留意し，確実に位置付けること。 
 ・ 適用問題を位置付けるための時間を確保するために，授業の焦点化を図ること。 
 ・ 本時の目標の観点に応じた適切な適用問題を設定すること。 
 ・ １時間のまとめを確実に位置付け，一人一人が分かる授業行うこと。 

 

・ 本時のねらいをより明確にすること。 
  そのために，授業のまとめの段階で，生徒に分かってほしい事柄や気付いて欲しい事柄を生徒の言葉で 
 書いてみると，本時のねらいがより明確になります。 
・ 本時のねらいを達成するため，何を考えさせ，何を話し合わせるのか，何について書かせるのか等，焦点 
 を絞った活動を位置付けること。 
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４（４）② 授業内容における改善のポイント（数学） 
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○ 関数の意味を理解させるとともに，表や式，グラフを相互に 
 関連付け，関数を判断させる活動を重視すること。 
 
○ 証明の方針を立て，その方針に基づいて証明を書くことがで 
 きるよう，きめ細かな指導を重視すること。 
 
○ 自らの説明の根拠として，式，表，グラフを活用したり，確率  
 を活用したりするなど，関連を図った指導を重視すること。 
 
○ 説明を書かせるだけではなく，よりよい説明のために必要な要  
 件について，理解させる指導を重視すること。 
 
○ 図形の作図においては，技能の指導に偏ることなく，作図の根 
 拠となる図形の性質について理解させること。 

 学力調査結果の分析から明らかになった数学科の内容について， 
                   よりよい指導法の研究に取り組みましょう。 
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 質問紙調査に関する調査 

39 

１ 児童・生徒質問紙調査結果 
 
２ 学校質問紙調査結果 
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１ 児童・生徒質問紙調査結果（１） 

質 問 項 目 
（全国との差が顕著な１８項目を抜粋） 

小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

関
心等 

1. 「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理し
て，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか 

65.0 63.8 1.2 56.3 54.8 1.5 

学
習
状
況 

（
言
語
活
動
・
指
導
状
況
） 

2. 友達の前で，自分の考えや意見を発表することは得意ですか 
49.1 49.5 -0.4 44.3 48.6 -4.3 

3. 小学５年生（中学２年生）までに受けた授業では，学級の友達（生
徒）との間で話し合う活動をよく行っていたと思いますか   

87.9 84.9 3.0 81.6 75.3 6.3 

4. 小学５年生（中学２年生）までに受けた授業のはじめに，目標（めあ
て・ねらい）が示されていたと思いますか 

86.9 82.0 4.9 81.5 71.5 10.0 

5. 小学５年生（中学２年生）までに受けた授業の最後に，学習内容を振
り返る活動をよく行っていたと思いますか 

73.8 71.9 1.9 55.6 53.3 2.3 

学
習
時
間
等 

6. 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，
勉強をしますか（学習塾や家庭教師も含む）※１時間以上の合計 

65.0 55.9 9.1 75.2 67.4 7.8 

7. 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 
59.4 61.0 -1.6 43.4 46.6 -3.2 

8. 家で，学校の授業の予習をしていますか 
 

41.9 43.2 -1.3 30.5 34.2 -3.7 

9. 家で，学校の授業の復習をしていますか 
60.7 54.0 6.7 53.8 50.4 3.4 

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 

単位（％） 
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１ 児童・生徒質問紙調査結果（２） 

質 問 項 目 
（全国との差が顕著な１８項目を抜粋） 

小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

学
校

生
活 

10.先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 
82.5 79.7 2.8 77.8 74.1 3.7 

生
活

習
慣 

11.普段，１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通
話やメール，インターネットをしますか（２時間より少ない） 

93.6 91.3 2.3 73.3 67.0 6.3 

家
庭 

12.家の人（兄弟姉妹は除く）は，授業参観や運動会などの学校の行事に
来ますか 

96.7 96.5 0.2 88.4 83.1 5.3 

地
域 

13.今住んでいる地域の行事に参加していますか 
74.8 68.0 6.8 40.4 43.5 -3.1 

社
会 

14.テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか 
83.9 84.7 -0.8 81.5 82.1 -0.6 

将
来 

15.将来の夢や目標を持っていますか 
87.6 86.7 0.9 71.4 71.4 0.0 

自
尊
意
識 

16.ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか 
 

94.0 94.4 -0.4 93.6 93.9 -0.3 

17.難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか 
74.4 75.1 -0.7 63.7 68.0 -4.3 

規
範

意
識 

18.いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 
97.1 96.4 0.7 94.6 93.4 1.2 

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 

単位（％） 
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２ 学校質問紙調査結果 

質 問 項 目 
（全国との差が顕著な１０項目を抜粋） 

小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 
向学 
上力 

1.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度に，「朝の読書」などの一斉読書の 
 時間を設けましたか 

47.6 61.1 -13.5 61.6 79.8 -18.2 

方指
法導 

2.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，授業の冒頭で目標（めあて 
 ねらい）を示す活動を計画的に取り入れましたか 

98.3 96.9 1.4 99.4 94.0 5.4 

ピコ 
ュン 

3.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度に，算数・数学の授業において，コ  
 ンピュータ等の情報通信技術を活用した授業を行いましたか 

57.6 40.8 16.8 37.8 21.4 16.4 

の調
活査
用結  
 果 

4.平成２５年度全国学力・学習状況調査の自校の結果を，調査対象学年・教科だけで 
 はなく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか 95.1 93.6 1.5 93.0 90.4 2.6 

5.平成２５年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人た 
 ちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲 
 載，保護者会等での説明を含む） 

78.6 81.1 -2.5 69.2 75.6 -6.4 

指個
導別 

6.調査対象学年の児童（生徒）に対して，算数・数学の授業において，前年度に，習 
 熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い，習得できるようにしましたか 33.8 29.0 4.8 35.5 22.7 12.8 

国 
語 

7.調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として，前年度までに，漢字・語 
 句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか 

97.8 97.8 0.0 97.1 98.3 -1.2 

学家
習庭 

8.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方に 
 ついて，校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数・数学共通） 83.0 85.4 -2.4 73.3 76.9 -3.6 

研職  
修員 

9.模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 96.4 94.9 1.5 89.5 86.7 2.8 

10.授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか（13回以上） 43.7 30.1 13.6 25.0 15.4 9.6 

数値は，選択肢「よく行った」「どちらかといえば，行った」などの肯定的評価の合計を示す。 
単位（％） 
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３ 質問紙調査の結果から 
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児童・生徒質問紙から 学校質問紙から 

〇 授業はじめの目標設定や授業中 
 の話し合い活動，終末での振り返 
 り活動は，よく行われています。 
 自分の考えや意見を発表する機会 
 を一層充実させましょう。 
〇 復習を中心に家庭学習によく取 
 り組んでいます。今後，計画的に 
 家庭学習に取り組めるような工夫 
 をしましょう。 
〇 携帯電話やインターネット等の 
 活用について，ルールや約束事を 
 決めて，守りましょう。 

〇 「朝の読書」や読み聞かせ活動の 
 一層の充実を図りましょう。 
 
〇 調査結果や課題解決に向けた今後 
 の取組などを積極的に公表し，家庭 
 や地域と連携した学力向上に取り組 
 みましょう。 
 
〇 日々の授業の改善につながるよ
う， 
 実践的な研修の推進を図りましょう。 
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 県教育委員会の取組 

44 

・校長会や教務主任会等で， 
 調査結果と今後の取組につ 
 いて説明します。 
・学力向上対策検討委員会で  
 今後の方策について提案し 
 ます。    

 好事例を発信します  過去問題を提供します 

 授業研究を支援します 

 学力向上に向けた 
説明会等を実施します 

・全国学力・学習状況調査単 
 元別過去問題 
・過去の県学力調査（ゆうチ 
   ャレンジ）問題 
・ゆうチャレンジ単元別評価 
 問題 

 県学力調査を実施します 

 
・１２月実施予定です。 
・調査結果及び課題克服プリン 
 トを提供します。 

  
・学力向上に向けた特色ある 
 取組を行っている学校の事 
 例を紹介します。 

 
・校内研究会へ指導主事を派 
 遣します。 
  
・授業マイスターの授業公開 
 を行います。 
 

県教委として
の取組 
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１ 過去問題の提供 

45 

対応表と関連問題の活用 

課題に対応する
項目をクリック 

問題が提示され
ます 

「県教委HP」 
↓ 

「義務教育」 
↓ 

「全国学力・学習状
況調査単元別過去問
題」の中にあるモン 

各児童生徒の課題解決に向けて，補充問題を活用しましょう 
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「これまでの課題が生徒に理解されていない」という反省から，学習課題の言葉を焦点化し 
たことにより，生徒が何について「学び合う」のか明確に捉えることができています。 

授業改善のポイント  授業のはじめにより具体的なめあてを設定する。 

①その授業における学習の本質を突いたものであること 
②具体的な問いかけであり，ゴールまで見通せること 
③学習意欲を刺激する魅力的なものであること 
④子どもの実態に応じたレベルと表現であること 

：中学校の事例 より具体的なめあてを設定するための考え方 
 

【国語の場合】 
 
従来：それぞれの表現技法の特徴を 
   知ろう。 
  
 
改善：それぞれの表現技法の効果の   
   違いを具体例を示して説明し 
   よう。     

【数学の場合】 
 
従来：三角形の合同を説明しよう。 
  
 
 
改善：二つの三角形に着目し，どの 
   合同条件を使って証明できる 
   か判断しよう。    

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（１） 
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；小学校の事例                               

Ｂ小学校では，話し合いやノート指導などの手引きを積極的に活用することで，教師も児童
も常にポイントを意識しながら授業に取り組むことができています。 

授業改善のポイント  授業での「学び方」のポイントを徹底させる。 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（２） 
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家庭学習で予習も重視することで，生徒が授業で見通しをもって学ぶことにつながっていま
す。                              

授業改善のポイント  予習をして授業に臨む姿勢をつくる。 ＜中学校の事例                             

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（３） 

国
語
科 

社
会
科 

「学習オリエンテーション資料」より抜粋 
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【ICT活用のポイント（例）】 
               
 ① 教師の活用 
   学習の流れを示すプレゼンや，本時 
  の資料を電子黒板で提示し，児童が見 
  通しをもって学習を進めたり，資料と 
  関連させて学び合ったりできるように 
  する。 
 ② 児童の活用 
   考えを練り上げる場面では，根拠と 
  なる資料をタブレットＰＣに映し出し 
  て，児童が「考えを共有」しながら， 
  学びを広げ・深めることができるよう 
  にする。                  【学習の見通しをもたせる】           
 
 
                                                                         
 

＝小学校の事例                               

「学習の見通しをもつ(デジタル）」「書きながら考えをまとめる（アナログ）」「考えを視覚的に
共有する（デジタル）」など，活動のねらいに合わせてＩＣＴが効果的に活用されています。 

授業改善のポイント  ＩＣＴを効果的に活用した授業改善（デジタルとアナログの融合） 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（４） 
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週１回の「ぐんぐんタイム」では，一つのテーマを４週間かけて学んでいきます。年間を通し
て「表現する力」を高めることができます。 

補充学習のポイント  「表現する力」を高める取組 

＞小学校の事例 
 

復習 
（１週目） 

メモ 
（２週目） 

発表 
（４週目） 

発表練習 
（３週目） 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（５） 
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調査対象は第６学年ですが，問題の内容は全学年。学校全体で取り組む意識を高めます。 

補充学習のポイント  学力調査問題を活用した補充学習  

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（６） 

Ｆ小学校の取組  

過去の調査問題に 

・該当学年 

・領域 

・過去の正答率 

を，明示します。 

宿題や補充学習とし

て活用します。 
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Ｇ小学校の事例 

 

全国学力・学習状況調査，県学力調査の課題を踏まえて，過去問題に取り組む期間を年３
回設けています。課題に合わせた集中的な取組で，課題を克服します。 

補充学習のポイント  「学力向上月間」を設定した計画的な取組 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（７） 
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Ｈ中学校の取組  

「自学タイム」（帰りの会の前１０分間）で，生徒はその日の授業を振り返り，家庭学習の計画
を立てて復習を始めます。その日の家庭学習につなぐ大切な時間です。 

家庭学習改善のポイント  「自学タイム」で，家庭学習の見通しをもたせる。 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（８） 

「自学タイム」では，帰りの会の前の１０分
間，その日の家庭学習の計画を立て，「自主学
習ノートの使い方」を参考に，その日に学習し
た５教科の復習を始めます。続きは家庭学習と
なります。 

自主学習ノートの使い方  

「自学タイム」では 

「自学タイム」の効果 

〇家庭での学習がスムーズになります。 
〇その日に学習した内容を必ず復習するので， 
 基礎学力の向上にもつながります。 
〇授業と家庭学習をリンクさせた学習習慣が確 
 立されます。 
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地域と共にある学校づくりを進め，地域住民の協力のもと，生徒の学力向上につなげて 
います。 

学校全体としての改善のポイント  コミュニティ・スクールの推進を通した学力充実  

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（９） 

I中学校の取組  

学校 
運営 
協議会 

知の 

コミュニティ 

愛の 

コミュニティ 

力の 

コミュニティ 

自ら学ぶ生徒への支援 

心豊かな生徒への支援 自らを磨く生徒への支援 

研究の組織  

「知のコミュニティ」の活動 
 
・ ４月 高校生による講話 
・ ６月 世界で活躍する 
       地域の人の講話 
・ ７月 着付け教室 
・ ８月 サマースクール 
・ ９月 自由研究まとめ 
・10月 英語暗唱支援 
・11月 栽培協力支援 
・12月 短歌作成支援 
・ １月 習字支援 
・ ２月 放課後学習会 
・ ３月 放課後学習会 
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好事例として紹介する学校は，これらの点が共通しています。 

３ 学力向上に向けた特色ある取組事例（まとめ） 

〇 全国学力・学習状況調査結果の分析が早々に行われ，分析に 
 基づいた課題解決計画が明確に示され，全職員で組織的に実践 
 されています。 
 
〇 宿題の確認が確実に行われ，個別指導に生かされています。 
 
〇 学校全体で学び方が統一されており，児童・生徒の共通理解 
 のもと，学習に取り組んでいます。 
 
〇 校長先生方が，校内の授業をよく見て回ったり，先生方が互 
 いの授業を参観したりしています。 

学力向上に向けた特色ある取組を行っている学校の共通点 


